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社長メッセージ 
2023年７月 31日（月） 

 
■「エンジン／SUN Digital Transformation①」 

  

皆様、おはようございます。 

 

『ギフテッド』（intellectual giftedness）と呼ばれる方々のことを、皆様は、ご存知でしょうか？

『ギフテッド』とは、「天から才能を授かった人」という意味で、海外では広く知られています。“相

対性理論”で有名なノーベル物理学賞を受賞したアインシュタイン博士、Microsoft 創業者のビル・

ゲイツ氏、Apple 創業者のスティーブ・ジョブズ氏、Facebook（現 Meta Platforms）創業者兼 CEO
のマーク・ザッカーバーグ氏、Tesla 創業者兼 CEO のイーロン・マスク氏も、『ギフテッド』だと

言われています。彼らギフテッドたちは、数々のイノベーションを起こしてきました。 
実は、わが国にも、250 万人以上のギフテッドがいると言われています（NHK「クローズアップ

現代」）。欧米などでは、ギフテッドの子どもたちは、国家の教育支援を受けているようですが、残

念ながら、わが国では、このあたりの教育支援がまだまだこれからのようです。 
 
ギフテッドの方々の特性として、並外れた行動力や集中力、難解な事象を個人の力のみで打開す

る能力、研ぎ澄まされた感覚、専門的な高度な会話を楽しむ、等々が挙げられます。また、“発達障

がい”のカテゴリーに分類される、注意欠陥・多動性障害（ADHD）や、自閉症の興味のないこと

への集中が困難、すぐに飽きてしまう、アスペルガー症候群の興味のあることへの過集中、等々の

特徴も挙げられるため、一般の人たちの認識や理解が及ばず、集団行動に支障をきたす人物として、

扱われてしまうことも多々あります。 
学術的・医学的には、“ギフテッド”と“発達障がい”は異なる概念で、発達障がいではないギフ

テッドの方もたくさんいらっしゃいますが、“発達障がい”の方々は、ほぼ“ギフテッド”だと思い

ます。ただ、一般の人たちの認識や理解が及ばずに、人付き合いが苦手なこと等々から、学校や職

場を辞めてしまうことになって、引きこもりになってしまうような方々が、かなり多いのは事実の

ようです。 
現在、わが国で“発達障がい”と認定され、障がい者手帳を保有されている方は、約 400 万人い

ます。現在、この数は増加傾向にありますが、このうち実際に仕事をされている方は、たった約５

万人しかいません。 
 
この発達障がい者の方々の実情に注目して、2016 年に起業した優秀な友人がいます。わが国を

代表する重電メーカーで AI 専門家として活躍していた“こころとグループ”代表の大島三星氏で

す。私と同じく、“人を大切にする経営学会”（会長は、わが師・坂本光司先生）の会員メンバーで

す。現在、“こころとグループ”で約 200 名の発達障がいの方々を雇用し、約 50 名の発達障がいの

方々をカバーするサポーターの方々を採用して、活躍されています。 
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この７年間で発達障がい者を延べ 600 名雇用し才能を科学的定量評価し、この評価結果を体系的

にまとめた「こころとインサイト分析」を開発して、発達障がい者の才能開花を実現させました。 
 
私たち燦キャピタルマネージメントが投資会社としてベンチャーキャピタル業務を展開するに

あたり、投資対象として注目しているベンチャー企業・中小企業が DX（デジタル・トランスフォー

メーション）を行うことが出来たならば、圧倒的に良い企業になると考え、その方法を研究してい

たところ、この“こころとグループ”の“ギフテッド”たちとの出会いがありました。この“ギフ

テッド”の皆様の才能をお借りすることが出来れば、私たちの理想とする DX サービスを提供でき

ると確信し、７月７日に、SUN Digital Transformation株式会社を設立して、大島氏に取締役にご

就任頂きました。当社子会社 SUN Digital Transformation 株式会社のエンジンは、この“ギフテ

ッド”の方々の才能なのです。私たちは、この“ギフテッド”の方々の才能をお借りして、共に、

DXサービスを展開していきます。 
 
この事業は、今後の当社グループの肝となると考えているものですので、個別の事例も含めて、

皆様に引き続き、お伝えしていきたいと考えております。 
 
株主総会から１ヶ月が経過しました。準備が整いました。いよいよ今日から進撃開始です。皆様、

今週も何卒よろしくお願い申し上げます。 
 

代表取締役社長  前 田 健 晴 

 


